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番号 説明
1 本体パネル
2 取っ手
3 取付フランジ
4 後部パネル



番号 説明

1
電源スイッチ
 "I ":  ON、  " ○ "  : OFF 

2
充電出力コード
プラス側（赤）、マイナス側（黒）

3
充電電圧切替スイッチ
12V、24V、36V、48V 選択可能



番号 説明

1

角型 LED 表示（赤 *3、 黄 *1、 緑 *1）
・充電電圧に応じた数量の角型 LED が点灯します。
12V １個、24V ２個、36V ３個、48V ４個
・充電時、充電容量に応じた数量の角型 LED が点灯します。
20%  1 個、  40%  2 個、  60%  3 個、  80%  4 個、  95%  5 個

2

黄色　丸型 LED：吸収充電中状態
・常時点灯時：ソフトスタート状態で、ゆっくり充電されています。
・遅い点滅時：一定の電流でバルク充電状態です。
・速い点滅時：一定の電圧で吸収充電状態です。
・極早点滅時：一定の電流で充電され、もうすぐフロート状態になります。

3
緑色　丸型 LED ：フロート状態
・遅い点滅時：バッテリーは満充電となりフロート状態になりました。
・速い点滅時：バッテリーは満充電で、充電電流が減少した状態です。

4

赤色　丸型 LED ：エラー表示を示します。
・２回点滅（バッテリー未接続）
・３回点滅（接続されたバッテリー電圧が適切でない）
・４回点滅（内部温度センサー異常）
・５回点滅（内部温度が過剰高温）



番号 説明

1

電源 コネクタ（3P インレット）
・付属された電源コード：3P メス -2P オス（アースコード付き）を挿し
てください。
・単相 200V に接続するときは電源コンセントに適合したプラグに変換し
てください。

2

AC 電源ヒューズホルダー
・ホルダー内にヒューズが内蔵されています。
 

・ヒューズ交換が必要な場合、同一仕様のヒューズと交換してください。
・ヒューズ仕様：
　15A/250Vac、遮断容量 750A、径 6.35mm 長さ 31.75mm
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番号 説明

3

100 / 200 Vac 入力電圧切替スイッチ（透明カバー付き）
・100 Vac 入力時、"115" の位置に設定してください。 

・200 Vac 入力時、"230" の位置に設定してください。 

 
・必ず使用する AC 電源電圧に合わせて切替スイッチを設定してください。
決して電源入力電圧切替スイッチ "115" の位置の状態で 200 Vac コンセ
ントに電源コードを挿さないでください。

4

ファン
・内部の温度が上昇した時にファンが作動します。
・内部温度上昇に応じ 2 段階（弱風・強風）でファンが回転します。
・内部の温度が下がるとファンが停止します。
 

・本体前面パネルより空気を取り込み、後部のファンから吐き出していま
す。これにより内部発熱部品を空冷しております。よって前面パネル及
び後部ファンの周辺には換気の障害となる物や場所に設置しないでくだ
さい。換気が悪いと内部温度上昇保護回路が動作し、充電が停止する場
合があります。
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番号 説明
1 AC 電源コード
2 プラス充電コード（赤）クリップ付
3 マイナス充電コード（黒）クリップ付
4 バッテリー
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PANcharge1k を以下の必要条件を満たす場所に取付けてください。
状態 要件

乾燥した場所
雨やスプレー、跳ね返りの汚水がかかる場所を避け、渇いた場
所に取付けてください

清潔な場所 金属粉などで汚れている所に置かないでください。
動作温度範囲 最適な運転のための動作温度範囲は、0℃～ 40℃です。

通気
通気のため少なくとも 10cm の隙間を開けて設置してくださ
い。オーバーヒートの原因になりますので換気孔及び本体前面
パネルは塞がないでください。

安全な場所
発火の危険を避けるため、ガソリン等がある場所には設置しな
いでください。

充電器周辺
充電器はできるだけバッテリーと分けて設置してください。腐
食を防ぐために同じ仕切、区画の中に置かないことが望ましい
です。

PANcharge1k を設置する際、出来るだけ水平な場所を選んでください。もし垂
直に設置する場合は、図 1-6 取付図に示すように十分ご注意願います。
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充電電圧 / 最大充電電流 バッテリー容量（最少） バッテリー容量（最大）
12V / 30A 60Ah 300Ah
24V / 30A 60Ah 300Ah
36V / 25A 50Ah 250Ah
48V / 15A 30Ah 150Ah
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３段階充電 バルク 吸収 フロート

丸型 LED 表示

黄色 黄色 緑色
点灯 速い点滅 遅い点滅
↓ ↓ ↓

遅い点滅 極速点滅 速い点滅

充電電圧電流 バッテリー電圧タイプ
12V 24V 36V 48V

VA 充電電圧 14.5V 29V 42.6V 56.5V
VB フロート電圧 13.8V 27.6V 39.9V 53.2V
IA 最大充電電流 30A 30A 25A 15A
IB 吸収終止電流 2.25A 2.25A 2.25A 2.25A



ステップ 説明
1 AC 電源電圧切替スイッチの設定が正しいことを確認ください。
2 バッテリー充電クリップに何も接続しない状態にしてください。
3 AC 電源スイッチの上側 "I" の位置を押し電源 ON にします。

4
すべての LED が約 2 秒間点灯します。その後、赤の LED が点滅し
充電クリップがバッテリーに接続されていないことを示します。角型
の LED は、前回設定された充電電圧に応じた表示となります。

5

充電電圧を再設定するには、スイッチキーを用います。約 0.5 秒押す
たびに充電電圧が変わります。

（12V → 24V → 36V → 48V → 12V → 24V ・・・・）
充電電圧に応じた数量の角型 LED が点灯します。
12V １個、24V ２個、36V ３個、48V ４個

必ず充電するバッテリーの電圧と同じ電圧に設定してください。

6
充電電圧を設定・確認後、AC 電源スイッチの下側 "O" の位置を押し
電源 OFF にします。これで設定完了です。
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ステップ 説明　
1 AC 電源電圧切替スイッチの設定が正しいことを確認ください。

2
上記のバッテリー電圧が適切に設定されていることを確認します。そ
の後、AC 電源スイッチを OFF します。

3
最初にプラス側のバッテリー充電クリップ（赤）をバッテリーのプラ
ス端子に確実に固定します。

4
次にマイナス側のバッテリー充電クリップ（黒）をバッテリーのマイ
ナス端子に確実に固定します。

5 AC 電源スイッチの上側 "I" の位置を押し電源 ON にします。

6
すべての LED が約 2 秒間点灯します。その後、赤の LED が約 5 秒
間点灯します。角型の LED は、設定された充電電圧を示します。

7
バッテリーに充電を開始します。この時、リレーが ON するため 

「カチッ」と本体から音が聞こえます。これは正常な動作です。

8

黄色丸型 LED：常時点灯
約 25 秒間点灯します。これは充電がソフトスタートし、ゆっくり充
電されている状態です。この間、角型の LED は最初にすべて点灯し、
その後、現在の充電容量状態（％）まで表示個数が下がります。

9
黄色丸型 LED：遅い点滅
遅い点滅を開始します。一定の電流で充電されているバルク充電状態
です。この間、角型の LED は充電容量増加に伴い点灯が増加します。

10
黄色丸型 LED：速い点滅
速い点滅を開始します。一定の電圧で充電されている吸収充電状態で
す。この間、角型の LED は充電容量増加に伴い点灯が増加します。

11
黄色丸型 LED：極速点滅
更に早く点滅し、もうすぐフロート状態になります。

12
緑色丸型 LED：遅い点滅
遅い点滅を開始します。フロートの状態になりました。バッテリーが
満充電になりました。

13
緑色丸型 LED：速い点滅
速い点滅を開始します。フロートの状態で、フロート電流が約 0.5A 
以下になりました。

14

充電を終了する場合、次の順序で充電クリップをバッテリーから外し
てください。

電源スイッチを OFF にする。この時、リレーが OFF するため • 
「カチッ」と本体から音が聞こえます。これは正常な動作です。
バッテリー充電クリップ（黒：マイナス）を最初にバッテリーか• 
ら外し、次にバッテリー充電クリップ（赤：プラス）を外す。



点滅数 考えられる原因 解決策

2 回

充電クリップがバッテリーに接• 
続されていません。
充電出力端子側ヒューズが断線• 
しています。

充電クリップをバッテリーに接• 
続してください。
充電クリップをバッテリーに接• 
続してもエラー表示をする場
合、弊社サービス係または販売
店へご連絡ください。

3 回
接続されているバッテリーが充電
電圧に対して高すぎるか、または、
低すぎます。

充電電圧に対して、充電されるバッ
テリーの電圧が正しいか確認して
ください。

4 回
充電器内部にある温度センサーが
ショートあるいはオープンなって
います。

温度センサーが異常ですので、弊
社サービス係または販売店へご連
絡ください。

5 回
充電器内部の温度が高く温度保護
回路が作動しています。

充電器の内部温度が下がるのを
待ってください。温度が下がれば
自動的に充電を開始します。
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症状：充電中、内部温度保護回路の動作状態を示すエラー表示をし、充電が中断
         された。（赤色丸型 LED : 5 回点滅）

考えられる原因 解決策

充電器内部の温度が高く温度保護回

路が作動

充電器を冷やす必要があります。通風をよ

くするか涼しい場所へ設置してください。

症状：充電器のクリップがバッテリーに接続されていても、バッテリー未接続を
         示すエラー表示をする。（赤色丸型 LED : 2 回点滅）

考えられる原因 解決策
充電器のクリップとバッテリー端子
との接触不良

充電器のクリップがしっかり固定されてい
るか確認してください。

充電器本体の不良
弊社サービス係または販売店へご連絡くだ
さい。

症状：充電器の AC 電源スイッチが ON になっていても、LED が表示されない。
考えられる原因 解決策

AC 電源が充電器に供給されていな
い

AC 電源コードが正しく接続されているか確
認してください。

AC 電源ヒューズが断線している

後 部 パ ネ ル に あ る ヒ ュ ー ズ ホ ル ダ ー の
ヒューズが断線しているかどうか確認してく
ださい。同一品に交換しても直らない場合、
弊社サービス係または販売店へご連絡くださ
い。

充電器本体の不良
弊社サービス係または販売店へご連絡くだ
さい。

症状：充電器がバッテリーを充電するのに時間がかかりすぎている。24 時間充
　　　電してもフロート状態にならない。（緑色丸型 LED : 点滅）

考えられる原因 解決策
充電器に対して、バッテリー容量が
大きすぎる

高出力充電器を使用してください。

バッテリーにつないだ負荷に電流が
流れ、バッテリーが再充電できない

負荷をはずしてください。または負荷の電
源を切ってください。

バッテリーのセルが損傷している バッテリー交換してください。





外形寸法 300 x 223 x 95.3 mm　（ゴム足、取っ手は除く）
重量 3.8 kg
AC 電源コード 3P メス -2P オス（アースコード付き） 約 2,600 mm
バッテリー充電コード 赤 ( プラス ) 黒（マイナス）クリップ付き、約 1,080 mm



通常温度 25℃
動作温度範囲 0 ～ 40℃
保存温度 − 20 ～ 60℃
ケース温度 70℃以下
動作湿度範囲 5 ～ 95% RH( 結露無きこと）

AC 入力電圧切替（単相） 100Vac または 200Vac 一方選択
100 Vac 入力電圧範囲 90Vac ～ 120Vac
200 Vac 入力電圧範囲 180Vac ～ 240Vac
入力周波数 50/60Hz 対応
無負荷時電流 0.1A 以下
最大負荷時効率 80％ ( 平均 )
最大負荷時電流 15A 以下 ( 標準値 )

適合バッテリー 密閉型鉛蓄電池、非密閉型鉛蓄電池
バッテリー電圧 12V、24V、36V、48V 一方選択

充電電圧電流値 ( 標準値） 適合バッテリー
12V 24V 36V 48V

充電開始可能電圧範囲 8V ～ 14.8V 16V～26.4V 27V ～ 39V 40V ～ 55V
充電電圧 14.5V 29V 42.6V 56.5V
フロート電圧 13.8V 27.6V 39.9V 53.2V
最大充電電流 30A 30A 25A 15A
吸収終止電流 2.25A 2.25A 2.25A 2.25A

（上記は設計標準値です。使用温度環境下等で多少の差異が生じる場合があります。）
※充電開始可能電圧範囲を下回ったバッテリーは、バッテリー自体の損傷、もしく
は寿命などの可能性があるので、別途バッテリーメーカーへご相談いただくことを
お勧めします。
本機では安全のためにその様なバッテリーへの充電は行わない仕様になっていま
す。



短絡保護 充電出力端子が短絡されても損傷しません。

逆接続保護
充電出力端子がバッテリーに逆接続されても損傷しま
せん。

過温保護

充電器内部の温度上昇が一定以上になると、ファンが
回転します。温度により弱風と強風に自動的に切り替
わります。一定以下の温度になるとファンは停止しま
す。尚、更に一定基準以上の温度になると充電が停止
し LED のエラー表示をします。そのまま放置し一定
以下の温度になると正常に充電を再開します。

入力保護ヒューズ
本体または外部要因で充電器内部に異常電流が流れた
場合、主電側の入力電源ヒューズ溶断により安全を確
保します。

出力保護ヒューズ
本体または外部要因で充電器出力側に異常電流が流れ
た場合、充電器側の出力ヒューズ溶断により安全を確
保します。



 


